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Ⅰ　はじめに
　聴覚障害者は聴覚情報の獲得に制限があるため、様々な視覚
情報を処理することで補っている。特に、他者が話している内
容を理解するために有効な視覚情報は、口型と文字情報であ
る。口型をみることで構音様式や構音部位がわかり、不十分な
音声情報を補完することができる。さらに聴覚情報の獲得が困
難な場合には、パソコン要約筆記などの方法によって字幕を提
示することで内容を知ることができる。
　本研究では、これまでの聴覚障害者を対象とした、視覚情報
の処理に関する研究について概観し、最後に高等教育機関に在
籍する聴覚障害者の講義場面での情報保障の課題との関連につ
いて考察することを目的とする。
Ⅱ　口型と音声情報の融合
　聴覚情報がある程度使用できる者にとって、重要となるのは
口型の読み取り（読話）である。読話と音声認識の関係につい
ては、主に中途失聴者を対象にして様々な研究が行われてい
る。中途失聴者は音韻イメージが失聴前にすでに獲得されてい
るため、口型情報を活用しやすいことが理由と考えられる。
　Rouger, Lagleyre, De'monet, Fraysse, Deguine, and Barone 
（2012） は、音声聴取時における人工内耳装用前と装用後の脳
の変化をPETを用いて評価した。口型と音声刺激を用いた読
み取り課題を行ったところ、装用前に比べ、言語の運動的処理
をつかさどるブローカ野が健聴者と同程度まで活性化してお
り、音声情報の入力が促進されることが画像的所見からも明ら
かになった。
　また、Rouger, Fraysse, Deguine, and Barone （2008） は、音 
声情報と口型が一致する条件と不一致の条件による影響を比
較して、視覚情報（口型）の認知処理について調べたところ、
人工内耳装用者は健聴者に比べ口型によるバイアスの影響を
受けやすいことが示唆された。また、この研究ではVCV音 
（/apa/、/ada/、/ama/など）を用いており、文脈や意味的な
繋がりが無いために、さらに視覚情報による影響が強くなった
と思われる。
　Kaiser, Kirk, Lachs, and Pisoni （2003） は、単語の聞き取り
において、口型の有無、単語の難易度、また話者の人数（1名
か複数か）などの要因の影響を調べた。その結果、①口型と音
声がそれぞれ単独で提示されるよりも、同時に提示される条件
の方が成績が良くなった、②単語の難易度が上がると聞き取り
の成績が低下した、③話者は複数の条件よりも１名の方が成績
が良くなったなどの点が示された。このことから、口型と音声
情報はセットで提示すること、またできるだけ少ない量の刺激
で平易な内容を提示する方が、聴覚障害者にとって理解しやす
くなると推察される。
　Picou, Ricketts, and Hornsby （2013）は、口型の有無によっ
て、単音節の聞き取りにおける労力が影響されるか検証したと
ころ、統計的に有意な差は見られなかったが労力が軽減される
事例が存在したと述べている。また、Grant and Seitz （1998） 
では、有意味音節を刺激とした場合には、口型を提示する方が
聴取の成績が高くなった。しかし、無意味音節の場合には明確
な差が見られなかったので、刺激の内容によって聴覚情報（音
声）と視覚情報（口型）の統合過程が異なることが示唆され
た。
　これらの内容をまとめると、音声情報のみよりも口型を同時
に提示する方が、聴覚障害者にとって理解しやすくなるが、提
示される語や文章の内容（有意味か無意味か、音節レベルか文
章レベルか）などの要因によって、影響の度合いが変わると考
えられる。意味が推測しやすい刺激の場合には、トップダウン
処理がはたらき聴覚情報が十分得られない場合でも対応するこ
とができる。また、意味が分かりにくい場面では口型を補助的
な情報として用いる方略をとると推測される。
Ⅲ　文字情報（字幕）の理解
　文字情報、特に字幕の読み取りについては、重度聴覚障害児
にとって重要な題材である。なぜなら、聴覚情報がほとんど活
用できない場合には、視覚情報に翻訳することが有効な手立て
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あるからである。諸外国においては、逐語訳（Verbatim）、も
しくは理解しやすく編集された訳（Edited）のどちらが有効な
のか、それぞれの方法の字幕の読み取りへの影響について調べ
た研究が散見される。
　Ward, Wang, Paul, and Loeteman （2007） は、７歳～11歳の
中等度から最重度の聴覚障害児を対象に、アニメーションに異
なる方法による字幕（VerbatimかEdited）を呈示し、内容の
理解に差が現れるか検証したが、効果について明確な違いは見
られず、また聴力の影響も特に見られなかった。
　Szarokowska, Krejts, Klyszejko, and Wieczorek （2011） に
よると、読解力が高く字幕を読むスピードが速い聴覚障害児・
者は、一度に多くの文章を読んで理解できるため、逐語訳的な
方法の方がより多くの情報を獲得できるという結果を示した。
また、字幕による文字情報と映像を融合させる必要があるた
め、字幕を速く読み終えても映像と内容が合致しない場合には
理解しにくくなるなど、Editedな方法が不利益をもたらすこと
も示唆された。
　一方、Burnham, Leigh, and Noble （2008）によると、聾者
（この研究においては「左右耳のどちらも“聞こえない”と申
告した者」という意味）は単位時間あたりに提示する単語数が
少ないほど理解しやすく、難聴者（同様に、「何らかの聞こえ
を自覚している者」という意味）においては、提示する単語数
が多いほど理解が進むという結果が示された。また、聾者・難
聴者にかかわらず読解力が低い者より高い者の方が、理解力が
高い傾向にあった。
　しかし、Cambra, Silvestre, and Leal （2009）の研究では、
字幕の理解力と文章の読解力や読む速さなどの要因は影響しな
いと述べており、様々な要因について検証する必要がある。
日本国内においては、四日市が重度聴覚障害児を対象に、字幕
の読み取り能力と様々な要因との関係を報告している。
　字幕呈示時間と文の読み取りの成績の関係については、呈示
時間が短い場合（0.5秒）には対象児の読解力や文の理解しや
すさという要因が影響した。すなわち、読解力が弱い児童でも
正確に読み取れるようになるには、提示する文章の文節数が短
く、内容がわかりやすくするという条件が必要であった。（四
日市，1994; 1997）。また、アイカメラを用いて注視点の分析
を行った研究では、字幕部分と字幕以外の部分への注視の割合
が４：６であり、字幕にかなり注意が向けられていることが推
測された。また、字幕を常に意識しなければならないため、画
面全体の映像への注視に制約が生じたり、字幕が連続して提
示される場合には次の字幕の情報を見落とす可能性があるこ
とが示唆された（四日市, 1999）。聴力レベルによる字幕と映
像への注意の配分が異なるという結果は、Szarokowska, et al 
（2011）によっても報告されており、聴力が低下している者ほ
ど字幕に視線が向きやすい傾向があると述べている。
　これらの結果をまとめると、効果的に字幕などの文字情報を
活用するには、聴覚障害児・者の読解力のほかに、字幕の呈示
位置の影響も考慮する必要がある。映像と字幕が離れた位置に
あると視線が分散され、重要な情報を見落とす危険性が高まる
と言える。講義場面で文字情報を活用するには、内容をわかり
やすくするだけでなく、文字情報を提示する位置も重要になる
と考えられる。
Ⅳ　講義における情報保障への応用
　高等教育機関に在籍する聴覚障害者が増加傾向にあるため、
大学などの高等教育機関の講義における情報保障の方法論に関
する先行研究も近年報告されている。講義場面での情報保障の
方法として、ノートテイク、パソコン要約筆記、要約解説、手
話通訳などが挙げられる。この中で比較的導入しやすい方法が
パソコン要約筆記であるため、この方法を対象として取り上げ
ている研究について紹介する。
　パソコン要約筆記は、筆記者が講義者の話した内容を要約し
てパソコンに入力し、聴覚障害学生がその画面に投影された文
字情報を見るという方法である。
　山口・磯野（2009）は、字幕生成のために講義者の話声を直
接入力し、音声変換ソフトによって文字入力に変換させる方法
において、字幕の修正の有無によって起こるタイムラグによる
読み手への影響などを検証した。その結果、修正をする場合に
はしない場合よりも20秒近くタイムラグが生じるが、内容の理
解しやすさは同程度であることが示された。よって、多少タイ
ムラグが生じても講義者以外に入力された内容を修正する担当
者がいる方が良いことがわかった。また、ゼミ形式の授業にお
いて、各自がPCに話したい内容を入力するチャット方式で進
行させたところ、有効であるという回答が得られたが、この研
究で対象となった人数が少ないため、より多くの聴覚障害者を
対象にして検証するべきであろう。
　鈴木（2011）は、聴覚障害学生が演習形式の講義で失われる
大きな要素として、「アンビエント効果」について言及してい
る。「アンビエント効果」とは周辺効果とも言われ、例えば講
義場面で、別の受講生と講義者の質疑等のやり取りを聞くこと
で、他の学生にとっても有益な情報が得られるというものであ
る。鈴木（2011）は、この点に配慮した情報保障システムとし
て、教材を提示するためのPC画面上に教員と学生間のチャッ
トによるやり取りを別のブラウザで閲覧できるようにする方法
を考案した（図１参照）。この方法の利点としては、「教材にな
い内容を教える場合に、その場で操作方法を説明したログを残
すことができ、学生が繰り返し指示の内容を確認することがで
きた」「グループチャット機能を用いることで、聴覚障害者が
苦手とする一対多のコミュニケーションが行いやすく、健聴者
が音から得ているアンビエント効果と同様の効果を得ることが
できた」などの意見が挙がった。
図１　鈴木（2011）による情報保障システムでの画面の様子
Skype画面の部分にチャットの様子が映し出されている。
―　　―40
小　林　優　子
―　　―41
聴覚障害者の視覚情報処理に関する研究の動向
　この他に、講義でノートに記述する際に、板書や文字情報の
書かれたスクリーンに視線を向けにくいという問題点に対処す
るため、若月・内藤・三宅・元西 （2012） は小型プロジェクタ
を用いて手元に字幕情報を投影できるように設定したところ、
視線移動が少なく、手元の講義資料と照らし合わせて情報を得
やすいという意見が見られ、効果が検証されたという報告が
あった（図２参照）。
　これらの研究から、講義場面においても文字情報を提示する
位置を配慮すること（視線の移動を最小限にすること）が重要
となる。今回取り上げた先行研究は全て字幕提示に関する内容
であったが、音声情報の活用についてはまだ報告例が少ない状
況のため、音声情報と文字情報の融合についても着手するべき
だろう。また、周囲の情報など付加的な情報について、できる
だけ多く効率的に聴覚障害者に伝えられる方法について、今後
も検証する必要があると思われる。
Ⅴ　今後の課題
　近年はFM電波を用いた補聴システムが開発され、一般の
小・中学校にインテグレートした聴覚障害児や、聞こえに困
難を持つ発達障害児などにも応用されている（Hornickela, 
Zeckera, Bradlowb, & Kraus, 2012 ; Wolfe, Schafer, Heldner, 
Mülder, Ward, & Vincent, 2013）。このように、聴覚活用があ
る程度可能な聴覚障害児は、講義場面においても音声情報が重
要となるため、視覚的な講義支援に加えて考慮する必要があ
る。これまでの講義での情報保障に関する研究は、字幕など文
字情報を提示することにとどまっているものが多いが、ある程
度聴覚活用が可能な聴覚障害児・者の場合には、文字情報と音
声情報を統合させることも新たな方法として考えられる。聴覚
情報を補う視覚情報は口型であるが、これと異なる種類の視覚
情報（文字情報）との融合について調査した研究は見られな
い。
　今後は、音声情報と口型や文字情報を融合させる処理過程
や、講義場面における応用方法など、聴覚障害者にとってより
多く重要な情報を得ることができるようなシステムの考案が望
まれる。
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